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NYマーケットレポート（2015年 5月 13日) 
NY 市場では、序盤に発表された米小売売上高が市場予想を下回る結果となったことから、4 月以降も米国の経済成長率の伸びが抑制さ

れるとの見方も広がり、ドルは大半の主要通貨に対して下落する動きとなった。ドル/円は、119.04 まで下落し、4 月 30 日以来約 2 週間ぶり

の安値を付ける動きとなった。一方、円も主要通貨に対して軟調な動きとなったことから、クロス円は堅調な動きとなった。ただ、英ポンドは、

英中銀が四半期インフレ報告で、今後 3 年の GDP 伸び率見通しを引き下げたことが引き続き材料視され、主要通貨に対して軟調な動きが

続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 119.73  ユーロ/円 134.48  ユーロ/ドル 1.1231 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6958.03 +24.23 ダウ 
先物ミニ 18077 +49  

 

仏 CAC40 5026.33 +51.68 S&P 
500 ミニ 2101.50 +6.50  

 

独 DAX 11539.87 +67.46 NASDAQ 
100 ミニ 4437.50 +17.00  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米小売売上高（前月比） 0.0％（予想 0.2%・前回 1.1%） 

前回発表の0.9％から1.1％に修正 

 

4月米小売売上高[除自動車] 0.1％（予想 0.5%・前回 0.4%） 

前回発表の0.4％から0.7％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米小売売上高≫ 

            4月・・3月・・2月・・1月・・12月・前年同月 

小売売上高・・・・・・ 0.0・・ 1.1・・-0.5・・-0.8・・-0.9・・ 0.7 

除く自動車・・・・・・ 0.1・・ 0.7・・-0.1・・-1.1・・-0.9・・-0.3 

自動車・部品・・・・・-0.4・・ 2.9・・-2.2・・ 0.6・・-0.9・・ 4.5 

建設資材等・・・・・・ 0.3・・ 2.3・・-2.0・・ 1.3・・-0.7・・ 4.1 

食品・飲料・・・・・・-0.1・・-0.2・・ 0.0・・-0.2・・ 0.5・・ 2.1 

総合小売店・・・・・・-0.5・・ 1.4・・-2.4・・ 0.4・・-0.5・・-1.3 

大規模小売店・・・・・-2.2・・ 2.7・・-2.0・・-0.6・・-0.6・・-5.1 

その他小売店・・・・・ 0.0・・ 0.1・・-2.0・・ 1.5・・ 0.3・・ 4.2 

（前月比％） 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月米輸入物価指数（前月比） -0.3％（予想 0.3%・前回 -0.2%） 

前回発表の-0.3％から-0.2％に修正 

 

4月米輸入物価指数（前年比） -10.7％（予想 -9.7%・前回 -10.9%） 

前回発表の-10.5％から-10.9％に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米輸出入物価≫ 

         4月・・3月・・ 2月・・1月・・12月・・11月 

全輸入・・・・・・-0.3・・-0.2・・ 0.4・・ -3.2・・ -2.5・・ 1.8 

石油・・・・・・・ 1.0・・ 1.6・・-1.4・・-21.2・・-16.4・・-9.7 

非石油・・・・・・-0.4・・-0.2・・-0.3・・ -0.7・・  0.0・・-0.3 

食品・飲料等・・・-0.9・・-0.7・・ 0.1・・ -1.7・・  0.7・・-0.6 

資本財・・・・・・-0.3・・-0.2・・-0.4・・ -0.7・・ -0.0・・-0.1 

自動車・部品・・・ 0.0・・-0.2・・-0.4・・ -0.7・・  0.0・・ 0.0 

消費財・・・・・・-0.1・・-0.3・・ 0.3・・ -0.4・・ -0.1・・-0.1 

 

         4月・・3月・・2月・・1月・・12月・・11月 

全輸出・・・・・・ -0.7・・0.1・・-0.2・・-1.8・・-0.9・・-0.9 

農業・・・・・・・-0.8・・-1.7・・-2.1・・-1.3・・-0.7・・ 0.1 

非農業・・・・・・-0.7・・ 0.2・・ 0.1・・-1.9・・-1.0・・-1.0 

食品・飲料等・・・-0.8・・-1.3・・-2.2・・-1.7・・-0.8・・ 0.1 

資本財・・・・・・-0.3・・ 0.0・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.0 

自動車・部品・・・ 0.1・・ 0.1・・-0.2・・ 0.0・・-0.1・・ 0.0 

消費財・・・・・・-0.3・・-0.1・・-0.4・・-0.7・・-0.1・・-0.3 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月カナダ住宅価格指数（前月比） 0.2％（前回 0.3%） 

 

4月カナダ住宅価格指数（前年比） 4.4％（前回 4.7%） 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ネットダニア) 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18105.77 +37.54 

ナスダック 5003.42 +27.23 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3月米企業在庫（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

前回発表の0.3％から0.2％に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

 

≪米企業在庫≫ 

         3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月・前年同月比 

企業在庫・・・・・ 0.1・・0.2・・ 0.0・・ 0.1・・ 0.1・・ 0.3・・・2.9 

製造業・・・・・・-0.2・・0.0・・-0.4・・-0.4・・ 0.0・・ 0.1・・・0.9  

小売業・・・・・・ 0.3・・0.5・・ 0.0・・ 0.7・・-0.6・・ 0.2・・・3.2 

自動車・部品・・・ 0.6・・0.4・・-0.1・・ 1.5・・-1.4・・-0.1・・・5.7 

卸売業・・・・・・ 0.1・・0.2・・ 0.4・・ 0.1・・ 0.8・・ 0.6・・・5.1 

 

         3月・・2月・・1月・・12月・・11月・・10月・前年同月比 

企業売上・・・・・0.4・・-0.2・・-2.3・・-1.0・・-0.4・・-0.3・・・-2.1 

製造業・・・・・・0.5・・ 0.4・・-2.3・・-0.9・・-1.0・・-0.9・・・-2.8 

小売業・・・・・・1.2・・-0.6・・-0.9・・-1.2・・ 0.5・・ 0.3・・・ 0.9 

卸売業・・・・・・0.2・・-0.6・・-3.6・・-0.9・・ 0.0・・-0.1・・・-4.0 

 

 

23：30 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・219万バレル減少 

ガソリン在庫・・114万バレル減少 

留出油在庫・・・250万バレル減少 

 

 

23：40 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、ユーロ圏の 1-3月期のGDPが堅調な結果となり、欧州株が軒並み上昇したことを好感した買い

が優勢となった。ただ、4月の米小売売上高が市場予想を下回ったことを嫌気した売りも出ており、上げ幅は限定的

となっている。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比64ドル高まで上昇したものの、やや上値

は限定的となっている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）4月の米小売売上高は、前月比 0.0％の4367億7200万ドルとなり、市場予想の+0.2％を下回る結果となった。

前年同月比では+0.9％となった。個人消費は、GDPに占める割合も高く、4月以降も経済成長率の伸びが抑制される

不安も出ている。  

 

 ①変動が大きい自動車・同部品を除く売上高は+0.1％となり、市場予想の+0.5％を下回った。前年同月比では横

ばいとなった。  

 

 ②品目・業種別では、主力の自動車・同部品が-0.4％、電子・家電は-0.4％、家具・装飾が-0.9％、百貨店は-2.2％

と昨年 1月以来の大きな落ち込みとなった。一方、建材・園芸は+0.3％、運動・娯楽は+0.8％、服飾は+0.2％。 

 

 

（2）4月の米輸入物価指数は、市場予想の+0.3％を下回る前月比-0.3％となり、10ヵ月連続でマイナスとなった。

前年同月比では-10.7％。食品など燃料以外での値下がりが全体を押し下げる結果となり、ドル高などを背景に、輸

入物価は昨夏以降、低下基調が続いている。 

 

 ①石油は前月比で+1.0％、前年同月比では-47.0％。石油以外の品目は、前月比-0.4％、前年同月比で-2.7％。 

 

 ②品目別では、食品が-0.9％、天然ガスが-7.0％、紙関連製品が-0.4％、一方原油は+4.3％となった。  
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 ③輸入元では、日本が-0.5％、カナダが-0. 1％、中国が-0.1％、EUが-0.5％、メキシコを含む中南米は+0.3％と

なった。 

 

 ④輸出物価は、前月比-0.7％、前年同月比-6.3％となった。農産物は-0.8％、農産物以外の品目は-0.7％となっ

た。  

 

 

（3）3月の米企業在庫は、前月比で+0.1％の1兆 7862億900万ドルとなり、市場予想の 0.2％を下回る結果となっ

た。前年同月比では+2.9％となった。 

 

 ①業種別は、小売業が前月比+0.3％、卸売業は+0.1％、自動車・同部品を除く小売業は+0.1％。一方、製造業は

-0.2％となった。 

 

 ②小売業の内訳は、自動車・同部品が+0.6％と昨年 12月以来の大きな伸び率となった。服飾は+0.8％、食品・飲

料は+0.9％。一方、家具・家電類は-0.5％、総合小売りは-0.5％となった。 

 

 

（4）3月の米企業売上高は、前月比+0.4％の1兆 3096億7000万ドルとなり、昨年 7月以来の高い伸びとなった。

前年同月比は-2.1％となった。 

 

 ①業種別では、小売業が前月比+1.2％、製造業が+0.5％。一方、卸売業は-0.2％となった。 

 

 ②在庫に対する売上高の比率は 1.36と前月から0.01ポイント低下した。   

 

 

≪ポイント≫  

 

IEA（国際エネルギー機関）が発表した石油月報によると、OPEC（石油輸出国機構）の4月の原油供給は日量3121

万バレルとなり、2012年 9月以来2年 7ヵ月ぶりの高水準となった。OPECの生産目標である日量3000万バレルを

12ヵ月連続で上回り、シェア拡大を狙う姿勢が鮮明になった。6月5日の総会でも現状の目標を維持するとの見方

が強い。IEAは、原油安を背景に米国のシェールオイルの供給が一服していると指摘した。OPECのほかロシアなど

も増産しており、最近の原油価格の回復が続くかは不透明。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6949.63 +15.83 
仏 CAC40 4961.86 -12.79 
独 DAX 11351.46 -120.95 

ストック欧州 600 指数 395.46 -0.63 
ユーロファースト 300 指数 1570.13 -4.48 
スペイン IBEX35 指数 11324.60 +2.00 

イタリア FTSE MIB 指数 23210.97 +106.10 
南ア アフリカ全株指数 54053.92 +119.51 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。欧州の経済指標結果を受けて、序盤は買いが先行したが、その後は米

経済指標が冴えない内容だったことが圧迫要因となり、独DAXは1％以上の下落となった。また、仏CAC40は小幅安、

英 FT100は小幅高となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18072.94（+4.71）、S&P500 2101.48（+2.36） ナスダック 4986.75（+10.59） 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①EU統計局が発表した第 1・四半期のユーロ圏の GDP速報値は、前期比+0.4％、前年比+1.0％となり、市場予想を

下回る結果となった。ただ、前回結果からは軽然が見られた。 

 

②イタリア国家統計局が発表した第 1・四半期 GDPは、前期比+0.3％と市場予想の+0.2％を上回り、昨年第 4・四半

期の前期比横ばいから回復した。イタリアは3年間にわたって景気後退が続いていたが、今年は景気が回復すると

期待が広がっている。 

 

③ギリシャ統計庁が発表した第 1・四半期のGDP速報値は、季節調整済みで前期比-0.2％となり、昨年 6年間に及ん

だリセッションを脱却していたが、再び景気後退入りとなった。前年同期比（季節調整済み）では+0.3％となった。 

 

 

④英中銀は、四半期インフレ報告を公表し、今後 3年のGDP伸び率見通しを引き下げた。また、利上げ開始は約 1

年後との市場の見方について、慎重ながら肯定的な見方を示した。インフレ率については、年末に向けて上向くと

予想。記者会見で「目先一時的にマイナスになる可能性があるが、おそらく年末に向けて上向くとみられる」と述

べた。 

 

カーニー英中銀総裁は、インフレ報告公表後の記者会見で適切な金利見通しを検討する上でポンド高は関係がある

と述べ、ポンド高が金利見通しに影響を及ぼすとの考えを明らかにした。また、EUからの離脱の是非を問う英国の

国民投票をめぐる不透明感が国内経済にどのような影響を及ぼすか注視していると語った。 

 

⑤ギリシャは、3ヵ月物短期証券（Tビル）入札を実施し、予定の 11億 3800万ユーロ（12億 8000万ドル）を満額

調達した。利回りは2.70％で、前回4月の入札から変わらず。応札倍率も 1.30倍と前回から変わらずで、同国の流

動性の状況が厳しい中でも需要が衰えていないことを示唆した。 

 

⑥ギリシャは資金難解消に向けた措置の一環として、地方政府と国営機関から余剰資金を中央政府に移管すること

で合意を取り付けたものの、移管された資金はこれまで約6億ユーロ（6億7500万ドル）にとどまっていることが、

政府の発表で明らかになった。政府は同措置を通して 25億ユーロ集められると試算していた。資金移管にこれまで

に応じたのは、国内 325市のうち 2市のみ。 
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≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、4月の米小売売上高が市場予想を下回ったことで米景気の先行き不透明感が広がり、

安全資産とされる米国債の買いが先行した。欧州債券市場でドイツ国債の価格下落が一服したことも支援材料とな

った。ただ、買い一巡後は、米 10年債入札を前にポジション調整の売りも出た。  

 

午前の利回りは、30年債が3.01％（前日 3.01％）、10年債が 2.23％（2.25％）、7年債が 1.95％（1.98％）、5

年債が 1.52％（1.56％）、3年債が 0.94％（0.97％）、2年債が 0.56％（0.59％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 10年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.237％（前回 1.925％） 

最低落札利回り・・・・2.190％（前回 1.840％） 

最高利回り落札比率・・・96.52％（前回 74.56％） 

応札倍率・・・・・・・・2.72倍（前回 2.62倍） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

3：35 

NY金は、中心限月が前日比 25.80ドル高の 1オンス＝1218.20ドルで取引を終了した。 

 

 

4：35 

NY原油は、中心限月が前日比 0.25ドル安の1バレル＝60.50ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1218.20 +25.80 

NY 原油 60.50 -0.25 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、4月の米小売売上高が市場予想を下回り、ドルが主要通貨に対して下落したため、ドルの代替資産とされ

る金を買う動きが優勢となった。また、FRBは利上げを急がないとの見方が広がっていることも材料視された。終値

ベースでは、4月上旬以来、約 1ヵ月ぶりの高値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米石油統計で原油生産が増加したことなどが材料視され、供給過剰が続いているとの見方から売りが

優勢となった。ただ、原油在庫が市場予想に反して減少したことを好感した買いも入り、下げ幅は限定的となった。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18060.49 -7.74 18132.79 18039.20 

S&P500 種 2098.48 -0.64 2110.19 2096.04 

ナスダック 4981.69 +5.50 5012.97 4977.49 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、欧州株が軒並み堅調な動きとなったことを受けて買いが入る一方、4月の米小売売上高が市場予想を

下回ったことを嫌気した売りも出ており、序盤から売り買い交錯するもみ合いの展開が続いた。そして、終盤まで

レンジ内の展開が続いた。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比64ドル高まで上昇したものの、

その後はマイナス圏でのもみ合いの展開が続いた。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.19  119.75  119.04  
EUR/JPY 135.24  135.50  134.30  
GBP/JPY 187.52  187.73  187.04  
AUD/JPY 96.57  96.78  96.20  
NZD/JPY 89.11  89.53  88.95  
EUR/USD 1.1348  1.1383  1.1219  
AUD/USD 0.8102  0.8125  0.8038  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の経済指標が予想を下回る結果となったことを受けて、ドルが主要通貨に対して軟調な動き

となった。一方、クロス円は比較的堅調な動きとなったものの、株価が上値の重い動きとなったことから、午後に

はやや上値の重い動きとなった。なお、英ポンドは、英中銀が GDP伸び率見通しを引き下げたことが引き続き材料

視され、上値の重い展開が続いた。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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